
日本に来ることは即決だった

　救世主は、地球の裏側からやってきた。ガブリエ
ウ コスタ フランサ。通称ガブリエウはアトレチコミネ
イロ出身だ。ブラジル1部リーグの名門クラブを飛び
出して、日本での挑戦を選んだのはなぜだったのか。
「もともと、ブラジル国外でプレーしたいという夢があ
りました。そこで横浜FCからのオファーをもらった。2
度考える暇もなく行こうと決めました」
　アトレチコミネイロではブラジル国内で数々のタイ
トルを獲得していた。12歳から自分を育ててくれた居
心地の良い環境に満足してもおかしくない。だが、
26歳のセンターバックはより成長できる場所、自分
を必要としてくれる場所を渇望していた。
　チームが最下位にいることは知っていた。守備に
課題があって、立て直しが急務であることも。決して
簡単な道ではないとはわかっていたが、だからこそや
りがいを感じた。苦しんでいる、困っている横浜FC
の力になりたかった。
「非常に難しい状況だということはわかった上で、プ
ロフェッショナルとして、自分を必要としてくれたチー
ムのために、最大限のパフォーマンスで貢献したい
と思っていました。ここに来てからは全ての選手、ス
タッフがプロフェッショナルな仕事をしているという印
象を持っています」
　ガブリエウは真っ直ぐに前を見据えながら言う。

「我々は間違いなく自分たちの目標を達成し、この
難しい状況を打開できると思っています。全員が一
つになってこのミッションをクリアしようとしているの
で、この状況から抜け出せると自信を持って言え
ます」

守備はチームで連動するもの

　日本の地に降り立ったのは7月22日だった。だ
が、新型コロナウィルスの感染症対策として、海外
から入国したものには14日間の隔離期間が設けら
れている。だが、ガブリエウはチームに合流する前か
ら出場を見据えて準備をしていた。
「最短で試合に出られる可能性があるのは名古屋
グランパス戦でした。ただ、私は3、4日で名古屋戦に
向けて準備したわけではありません。隔離期間でも
名古屋を分析、研究をして、何ができるかを考えなが
ら過ごしていました」
　自主隔離が明けてチーム練習に合流してから名
古屋戦までの準備期間は数日しかない。通常であ
れば出場を見送ってもおかしくないだろう。だが、限ら
れた時間の中で早川知伸監督にアピールし、先発
出場を勝ち取った。
　リーグ中断明けの初戦となる大事なゲームに左
センターバックとして出場したガブリエウは73分に
途中交代するまでプレー。対人の強さと左足の

フィードという自分の武器を発揮して、見事に2-0で
の完封勝利に貢献した。
「もちろんフィジカルコンディションの不安がなかった
わけではありません。ただ、自分のやるべきことはしっ
かりやってきたと思っています。強い気持ちで乗り越
える、ミッションを達成するとあらゆる覚悟を決めて試
合に臨みました」
　チームに好影響を与えているのは結果を見れば
一目瞭然だ。ガブリエウが加入した8月以降、1試合
あたりの失点数は大きく減少。前半戦に比べて守
備の安定感は格段に増したといっていい。しかし、そ
れを誇示することはしない。
「サッカーというのは1人の選手で違いを出せるわけ
ではありません。ディフェンスはチームで連動するこ
とが必要です。前線の選手のハードワーク、ボール
を追いかける姿勢、それに連動して中盤、さらに最
終ラインが動く。そういった組織としての守備があっ
たからこそ無失点に抑えられたと思っています」

クラシコは特別なもの

　アトレチコミネイロ時代、ガブリエウにはどんなこと
をしてでも勝利したい特別な試合があった。それは
同じベロオリゾンテ州を本拠地とする最大のライバ
ル、クルゼイロとの直接対決だ。
　スーペル・クラシコ・ミネイロ。「ミネイロのスーパー

ダービー」とも呼ばれるライバル対決を何度も経験
してきた男は、横浜FCにとって横浜F・マリノスとの
試合がどんな意味を持つかも、すでに理解して
いる。
「ブラジルにはこんな言葉があります。『クラシコには
試合をしに行くんじゃない、勝ちに行くんだ』。そういう
言葉があるぐらい、特別なものでした。ブラジルだっ
たら街の活動が止まるぐらい、みんなが夢中になりま
す。クラシコに全てをかけて、勝利のために貢献し
たい」
　J1の優勝争いをしている横浜F・マリノス戦が簡
単な試合になるはずもない。攻撃的なプレースタイ
ルで多くのゴールを挙げているライバルを倒すため
には、ガブリエウをはじめとした守備陣の働きが鍵を
握るのは間違いない。
「勝利のためには相手のストロングポイントを全て洗
い出すことが必要です。個人的にもレオ セアラ、マ
ルコス ジュニオール、エウベルといった要注意選手
の研究をしています。ただし、それ以上に大事になる
のが自分たちのサッカーを表現すること。ハードワー
クをして、ボールをポゼッションして、チャンスを作り出
す。それができなければ話になりません」
　9月25日にニッパツ三ツ沢球技場で繰り広げら
れるのは、ただの1試合ではない。勝つか負けるか。
横浜のプライドを懸けた戦いだ。

2021.9.25 sat
18:00 KICKOFF
VS.YOKOHAMA F・MARINOS

全てをかけて、勝利のために貢献したい
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記事/北 健一郎（スポーツライター）

ガブリエウ コスタ フランサ

Gabriel COSTA FRANCA
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早川 知伸
Tomonobu HAYAKAWA
1977年7月11日生
静岡県出身

監督

 1 GK 高丘　陽平
 4 DF 畠中　槙之輔
 5 DF ティーラトン
 6 MF 扇原　貴宏
 7 FW エウベル
 8 MF 喜田　拓也
 9 FW レオ セアラ
10 FW マルコス ジュニオール
13 DF チアゴ マルチンス
14 MF 天野　純
17 FW 宮市　亮
18 MF 水沼　宏太
19 DF 實藤　友紀
21 GK 梶川　裕嗣
23 FW 仲川　輝人
24 DF 岩田　智輝

25 DF 小池　龍太
26 MF 渡辺　皓太
27 DF 松原　健
30 DF 平井　駿助
32 GK 田川　知樹
33 DF 和田　拓也
34 GK 中林　洋次
36 DF 角田　涼太朗
37 MF 南　拓都
38 FW 前田　大然
39 FW 村上　悠緋
41 FW 杉本　健勇
46 GK 木村　凌也
47 DF 西田　勇祐
48 MF 細川　楓

横浜Ｆ・マリノス
［監督］ケヴィン マスカット
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松尾

49
ブローダーセン

6
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ジャーメイン

15
安永

24
高木

2
マギーニョ

スターティングメンバー予想

対戦チームメンバー一覧

大内 一生
Issei OUCHI
2000年9月8日生
184cm/79kg
イタリア出身

GK1
マギーニョ
MAGUINHO
1992年1月6日生
175cm/68kg
ブラジル出身

DF2
袴田 裕太郎
Yutaro HAKAMATA
1996年6月24日生
183cm/75kg
静岡県出身

DF3
高橋 秀人
Hideto TAKAHASHI
1987年10月17日生
184cm/75kg
群馬県出身

DF4
ガブリエウ コスタ フランサ
GABRIEL COSTA FRANCA
1995年3月14日生
181cm/78kg
ブラジル出身

DF5

瀬古 樹
Tatsuki SEKO
1997年12月22日生
175cm/69kg
東京都出身

MF6
松浦 拓弥
Takuya MATSUURA
1988年12月21日生
167cm/64kg
静岡県出身

MF7
齋藤 功佑
Kosuke SAITO
1997年6月16日生
170cm/61kg
神奈川県出身

MF8
クレーベ
KLÉBER
1990年5月2日生
187cm/83kg
ブラジル出身

FW9
中村 俊輔
Shunsuke NAKAMURA
1978年6月24日生
178cm/71kg
神奈川県出身

MF10
三浦 知良
Kazuyoshi MIURA
1967年2月26日生
177cm/72kg
静岡県出身

FW11

安永 玲央
Reo YASUNAGA
2000年11月19日生
177cm/72kg
東京都出身

MF15
小川 慶治朗
Keijiro OGAWA
1992年7月14日生
170cm/67kg
兵庫県出身

FW13
ジャーメイン 良
Ryo GERMAIN
1995年4月19日生
182cm/75kg
神奈川県出身

FW14
武田 英二郎
Eijiro TAKEDA
1988年7月11日生
173cm/71kg
神奈川県出身

DF17

スベンド ブローダーセン
SVEND BRODERSEN
1997年3月22日生
188cm/89kg
ドイツ出身

GK49

伊野波 雅彦
Masahiko INOHA
1985年8月28日生
179cm/74kg
宮崎県出身

DF19
市川 暉記
Akinori ICHIKAWA
1998年10月19日生
190cm/86kg
神奈川県出身

GK21

岩武 克弥
Katsuya IWATAKE
1996年6月4日生
173cm/70kg
大分県出身

DF22
前嶋 洋太
Yota MAEJIMA
1997年8月12日生
178cm/67kg
神奈川県出身

DF23
高木 友也
Yuya TAKAGI
1998年5月23日生
175cm/70kg
神奈川出身

DF24
韓 浩康
HAN Hogang
1993年9月18日生
186cm/80kg
京都府出身

DF26
中塩 大貴
Daiki NAKASHIO
1997年6月8日生
181cm/67kg
埼玉県出身

DF27
猿田 遥己
Haruki SARUTA
1999年4月23日生
191cm/83kg
東京都出身

GK28

手塚 康平
Kohei TEZUKA
1996年4月6日生
176cm/66kg
栃木県出身

MF30
松尾 佑介
Yusuke MATSUO
1997年7月23日生
170cm/65kg
埼玉県出身

MF37
渡邉 千真
Kazuma WATANABE
1986年8月10日生
182cm/79kg
長崎県出身

FW39
六反 勇治
Yuji ROKUTAN
1987年4月10日生
188cm/80kg
鹿児島県出身

GK44

[�勝 �分��敗]��位
※����年��月��日時点

明治安田生命 J�リーグ ����シーズン 戦績

RECOMMEND GOODS グッズ担当便りvol.14

フェリペ ヴィゼウ
FELIPE VIZEU
1997年3月12日生
185cm/83kg
ブラジル出身

FW50

アルトゥール シルバ
ARTHUR SILVA
1995年4月26日生
180cm/80kg
ブラジル出身

MF38

絶対に負けられない横浜ダービー、ユニフォームを着てともに戦おう！
オフィシャルユニフォーム、プレーヤーズモデルともに本試合より15％オフ
になります！
選手、サポーター一丸となって横浜ダービーの勝利を掴み取りましょう！
■感謝セール
［ユニフォーム］
オフィシャルユニフォーム（プレイヤーズモデル）
（1st、2nd、GK）
25,630円（税込）→　21,780円（税込）
オフィシャルユニフォーム（1st、2nd、GK）
16,280円（税込）→　13,830円（税込）
［その他グッズ］
LOGOS防水ミリタリージャケット
8,250円（税込）→　3,000円（税込）

■NEW ERAブース
今シーズン発売をしてご好評をいただいたNEW ERA×YOKOHAMA FC コラボキャップが新たなデザインで
登場！「FULIE」をモチーフとしたオリジナルのロゴが施されたオリジナルデザイン、完売必至アイテムなのでお
買い求めはお早めに！
NEW ERA×YOKOHAMA FCコラボキャップ（SPLASH PAINT）　　
5,500円（税込）
●サイズ：フリーサイズ（57～61cm相当）
●素材：
　・本体・つば部分：ポリエステル100%
　・つば裏部分：綿100%
　・刺繍糸：ポリエステル100%
●販売場所：
　・場内メインスタンドグッズ売店（メインスタンドコンコース）
　・場内ホームゴール裏　16番ゲート付近「NEW ERA販売ブース」
※「NEW ERA販売ブース」は雨天時、バックスタンド10番・11番ゲート付近に出店場所を変更いたします。

サウロ ミネイロ
SAULO MINEIRO
1997年6月17日生
184cm/85kg
ブラジル出身

FW31

横浜FC選手一覧PLAYERS FILE

F is good!リュックサック
6,600円（税込）→　2,000円（税込）

横浜F・マリノスは2019シーズンにJ1
優勝に導いたアンジェ ポステコグルー
が退任し、同じオーストラリア人のケ
ヴィン マスカット監督が就任した。8
月以降、チームは6勝1分1敗。首位の
川崎フロンターレを追い上げている。
チームを牽引するのは得点ランクで
トップに立つ前田大然、そしてレオ ア
セラ、エウベル、マルコス ジュオール
というブラジル人トリオだ。28試合で
63ゴールと1試合平均2点以上を決め
ている攻撃陣を抑えなければ勝利は
見えてこない。守備時にはDFラインを
押し上げて、高い位置からプレスをか
けてくる。横浜FCとしては早いテンポ

でパスを回して相手をはがして、DFラ
インの背後に生まれるスペースを突い
ていきたい。第28節の浦和レッズ戦で
はプレスがハマらずに押し込まれてし
まったが、ガブリエウが「ディフェンス
ではFWからの連動が大事になる」と
いうようにチーム全体で組織的にプ
レーすることは勝利の絶対条件だ。交
代カードの切り方もポイントになる。点
を取りに行くために、流れを変えるた
めに、守備を固めるために――早川知
伸監督はどんな手を打ってくるか。横
浜ダービーで勝ち点3をとれば、J1残
留に向けて一気に弾みがつくのは間
違いない。

TODAY’S POINT 今日の見どころ

■大変好評！！「フリ丸写真撮影会」
直接的な触れ合いは出来ませんが、フリ丸と一緒に記念
に写真を撮りましょう。
撮影環境には制限がありますので、皆様のご協力をお願
いいたします

●場所：14番ゲート内
●時間：16:10～16:30
●その他：
・新型コロナウイルス感染症対策のため、フリ丸との接
触を伴う触れ合いはできません。
・1回の撮影にご参加いただける人数は4名までとさせ
ていただきます。
・1回の撮影は1カットまでとなります。　※複数カットを
ご希望の場合は再度お並びください
・撮影機材はお客様各自でご用意ください。
・写真撮影会となるため、サイン対応はできません。

15％オフ!!

15％オフ!!
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私たちは横浜FCを応援しています。
横浜FCあしながドリーム基金
横浜FCの「あしながドリーム基金」を通じた活動に多くの企業様、団体様、個人の方にご賛同
いただいています。
本基金は、神奈川県内の養護施設、介護施設、小学生に向けたホームゲームご招待や、
横浜市内の団体へ新型コロナウイルス対策支援物資や子どもたちの試合観戦のための
資金として活用させていただいています。

イー・コネクション株式会社
西堀競走馬診療所
渡辺商事株式会社
税理士法人横浜パートナーズ
株式会社リバティーエステート
旭建設株式会社
株式会社横浜ソイル
株式会社ベンハウス
三沢電機株式会社
ジャパントータルサービス株式会社
株式会社ダイナネットワークサービス
株式会社清光社
奈良造園土木株式会社
相武造園土木株式会社　
gootara cafe
株式会社ユナイト
トイレ診断士のアメニティ
野中貿易株式会社
稲垣薬品興業株式会社
株式会社アイネット
株式会社イワサワ

ロックペイント株式会社
神奈川綜合設備株式会社
株式会社イーツー・インフォ
株式会社ダイイチ
株式会社ミツハシ
株式会社共益
山田サービサー総合事務所
株式会社ホンマ
Ex tube
AoYama株式会社
石黒秀雄
アイゲージ株式会社
株式会社パルス・システム
社会福祉法人日本保育協会横浜支部
首都高メンテナンス神奈川株式会社
鈴木伸彦
リストグループ
小雀建設株式会社
株式会社原町加工紙
一般社団法人神奈川県保健協会
日総ぴゅあ株式会社

株式会社CIJ
株式会社理装工業
株式会社谷川商店
横浜リテール合同会社
株式会社インターパック
リスモン・ビジネス・ポータル株式会社
碧葉造園株式会社
高橋秀人
MS神奈川静岡株式会社
株式会社二プラ
セブンイレブン横浜市沢町店
株式会社テレテック
有限会社正木建築研究所
アドバンスドプランニング株式会社
HOLUDONA株式会社
エヌ・ケイ・テクノ株式会社
株式会社協立電気商会
パナックスジャパン株式会社
ALEGRIA
株式会社ジェイクスフィールド
株式会社グリフィン・パートナーズ

原貿易株式会社
株式会社デック
エース株式会社
保土ケ谷区スポーツ協会
北海ラーメン蝦夷
Izakayaさがみ
株式会社オンザウェイ
株式会社栗原工務店
株式会社ジャミング
株式会社マクニカ
共栄産業株式会社
株式会社キット
株式会社ティー･アンド･エス・システムズ
横浜セレモ株式会社
長田広告株式会社
株式会社フレッシュハウス
株式会社秀
株式会社東京中央建物

Ｊリーグ選手会長をつとめる
横浜FCの高橋秀人選手
も、子どもたちのために何か
したいという気持ちから「あし
ながドリーム基金」に共感し、
賛同しています。横浜FCで
は引き続き、「あしながドリー
ム基金」を通じた取り組みを
進めて参ります。

2021 横浜FC オフィシャルパートナー

数多くの「ダービー」と称される戦いがある中、同じ街を拠点とするJクラブ同士の
ダービーマッチは他にない。
多くの人の様々な感情やこれまでに起きた多くの出来事をバックグラウンドに、特
別な一戦として意識を向かわせる横浜ダービー。
アウェイサポーターを迎えることができない異例の事態に何か物足りないような感
情もあり、逆にいつも以上に対戦相手の存在を感じる機会にもなるような、そんな
感覚で準備の期間を過ごしました。このコロナ禍であってもダービーを開催できる
ことに感謝し、対戦チームを迎え、みなさんと共に最高の後押しでチームの勝利を
サポートしたいと思います。
時を遡ること14年、2007年3月三ツ沢公園球技場で行われたJリーグディビジョン1
第2節横浜FC vs横浜F・マリノス。大量の大旗と割れんばかりの大歓声の中迎えた
前半7分、ルーズボールに反応した早川知伸がGKの頭上を越すループシュートで先
制し、その1点を守り切り勝利を手にした。
その瞬間を目にしたサポーターは、今日のスタジアムにどれだけいるでしょうか？
あの光景を再び。この場所で当時の記憶を呼び起こし、再びあの歓喜を再現できる
可能性は多いにあると思います。
指揮官の早川知伸監督は、守備の要として出場し値千金の決勝ゴールを決めまし
た。そして内田智也C.R.Oはエースナンバー10を背負いピッチを縦横無尽に走り回
り、三浦知良選手とともに攻守に渡って奔走しました。
また、ヘッドコーチの小野智吉もそのシーズン主力として戦い、さらに現アカデミー
スタッフの小山健二、和田拓三も当時のメンバーに名を連ねています。そして、事業
部ホームタウン担当の金井智恵子も、当時グッズ担当として企画に励み、今節の
ダービーへ熱い想いを持つひとり。そしてクラブ創設からクラブを今日に渡って支え
ている奥寺康彦会長兼スポーツダイレクター。先日、奥寺会長はトップチームを熱
い叱咤激励の言葉で力強く鼓舞し、チームを引き締めていました。
かつてクラブの最前線で戦った選手、スタッフが現在も、横浜FCのために立ち場を
変え、今も変わらず戦っていること。そしてサポーターも変わらず応援し、スタジア
ムに足を運んでくれていること。それは、変わらない歴史、変えることのできない歴
史、必然的に変化する社会情勢や人、変化を起こし、変えることで未来に繋がって
いきます。
「横浜ダービー」という歴史あるこの一戦を、何年先も素晴らしい特別な記憶として
刻めるように、皆さんで最高の雰囲気をつくっていきましょう。HAMABLUEの景色
と太鼓、手拍子で最高の後押しをお願いします。

（広報/松本雄一）
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↑FRONTIER Powered by MSI ゲーミングPC ↑オプションのMSI製マウス/キーボード

今節は“FRONTIER MATCH-フロンティア マッチ-”
横浜FCスタッフにも愛用者のいるFRONTIER PCの新商品をご紹
介します。

MSIパーツ採用のデスクトップPC
FRONTIERは、MSI製パーツを採用したゲーミングPC「FRONTIER 
Powered by MSI ゲーミングPC」シリーズを発売しました。
サイドガラスパネルのMSI製ケースを始め、MSI製マザーボード、ビデオカー
ド、水冷CPUクーラー、電源を搭載。オプションでMSI製ゲーミングキーボー
ドとマウスも選択できます。
一例として、CPUにCore i9-11900F、メモリ32GB、Intel Z590チップセット、
容量1TB NVMe SSD、ビデオカードにGeForce RTX 3080 VENTUS、水冷
クーラーにMAG Core Liquid 240R、電源にMPG A850GFを搭載した仕様
で、価格は31万4,800円。
Core i7-11700KF、メモリ32GB、1TB NVMe SSD、GeForce RTX 3070搭
載仕様では26万9,800円。
Core i7-11700F、メモリ16GB、512GB NVMe SSD、GeForce RTX 3060搭
載仕様では19万2,800円となっています。

公式通販サイトはこちら⇒https://www.frontier-direct.jp/
お得な情報配信中！公式Twitterはこちら⇒https://twitter.com/frontier_k

ユニフォーム背中の“FRONTIER”ロゴにもご注目ください！

https://www.frontier-direct.jp/
https://twitter.com/frontier_k

